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武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.4（2014.3）
3）　公開されている「審査結果」には、選定理由や取り組みの概要が示されている
4）　本稿で取り上げる 2010年度以降に採用された取り組みについては、本稿執筆時点では「実施
状況報告書」は公開されていないため、その他の情報をもとに分析、考察していくことになる。
5）　なお、GPについては、民主党政権時の 2010年（平成 22年）に「事業仕分け」により廃止さ
れ、現時点では 2011年（平成 23年）度が最後となっている。
6）　江原（2009）は、日本の大学教育改革において GPが果たした役割について、「それぞれの大
学で行われている大学教育を評価する指標として、ある程度有効」（p.23）と述べている。また
同時に、「GPが対象とする大学教育は、所属大学の条件をふまえたローカルな取組だ」（p.22）
としており、その取り組みについて精査するときには個々の大学の特質を考慮する必要があると
いえる。
7）　このため、本稿の分析では、担当者に直接たずねれば解決するような問題も含まれることをお
ことわりしておく。
8）　主なウェブサイト：青山学院大学 日本語表現法開発プロジェクト（PaWeL）http://www.pawel.jp/
9）　「日本語表現法開発プロジェクト」のウェブサイトでは、2010年度前期の評価として、「学生
は、各ツールの機能について一定の評価を与えると同時に、文章を意識して作成する習慣が身に
ついたこと」や、「授業全体を通じて、わかりやすい文章を書けるようになったとした学生が
74%を占めた」と示されている。
10）　この取り組みにおいてはこの件では問題がないことを付記しておく。「日本語表現法開発プロ
ジェクト」のウェブサイトでは、2011年度までのプロジェクトメンバーとして、学内外の教授
や助教、客員研究員などが携わっていることが確認できるため、学術的な文章作成指導の機会は
担保されていることがわかる。
11）　主なウェブサイト：津田塾大学 ライティングセンター　http://twc.tsuda.ac.jp/index.html
12）　主なウェブサイト：関西大学 文学士を実質化する〈学びの環境リンク〉http://www.kansai-u.
ac.jp/Fc_let/manakan/
13）　「本学文学部は初年次教育を実施後、多様な 19の専修領域のもとで 2～4年次一貫の少人数『専
修ゼミ』を〈学びの場〉の中心として、独創的な課題探求を育む教育課程を構築している」（「取
組の概要」より）
14）　これら 3つのツールについてこの項で示す情報の出典は、いずれも、関西大学文学部「文学士
を実質化する〈学びの環境リンク〉」資料と、「気づきを促す学びのウェブ環境作り」（本村康哲、
菅原慶乃、田中俊也、山本幾生による）資料もとにしている。
15）　この取り組みについては、特定の科目が設定されていることがわかるような記載や、また科目
が設置されていても、その必修・選択の別についての記載は、公開されている資料からは確認で
きない。つまり、正課科目としてこのシステムがあるのではなく、正課外にこのようなシステム
があり、そこに教員の指導や科目を配置していくようなシステムであると思われる。この点は改
めて確認したい。
16）　主なウェブサイト：早稲田大学・アカデミック・ライティング・プログラム「学術的文章の作
成」授業　http://www.cie-waseda.jp/awp/jp/od/
17）　本稿作成時は報告として示されていないため、追跡調査が必要である
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